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LIFE IS ART

ほとんどの実習が、先輩の多数勤めるＰＬ病院で行われます。

校舎も新しく、その他の施設も充実しています。

１学年 35名というコンパクトな人数に対し、充実した専任教員数で行き届いた指導
ができます。

ＰＬの教義にもとづいた教育で、知識・技術だけでなく精神面でも成長できます。

人生は芸術である
理事長　乾　浩一

　衛生看護専門学校は１９７７年、「人生は芸術である」との
パーフェクト リバティー教団の理念を具現すべく、ＰＬ学園に
設立されました。
　看護師としての指導的能力を持った人材の養成を目指すと共
に、将来、社会において、また家庭において自他祝福の自己表
現ができる真の女性として生きつつ、世のため人のために貢献
する誠実で有能な人材を育成することを目的として建学された
ものです。
　この建学の精神のもとに、本校ではＰＬ教義に基づいてより
豊かな人間教育を目指してまいります。

　学生の皆さまには本校において、医療現場で必要な看護の知
識と医療技術の基礎を学習していただきます。
　さらに一人ひとりが命の尊さ、人との協調性、そして規律を
守ることの大切さを学び、その上に謙虚な祈り心をもって看護
に取り組み、患者さまの心に寄り添う温かい看護ができるよう、
人間力の向上に努めていただきたいと思っております。
　これらのことが達成できるよう、教職員一同、心を一つにし
て教育養成に取り組んでまいります。

学校長　松倉　登

学校長挨拶
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教育目的、教育目標教育目的、教育目標

教育目標

1. 生命の尊厳と人間を尊重する態度を養う。

2. 看護の対象である人間を統一体として理解できる。

3. 対象に応じた看護を科学的思考に基づき実践できる能力を養う。

4. 保健・医療・福祉チームの一員としての看護の役割を自覚し、責任ある態度と協調性を養う。

5. 自己の看護感を高め、豊かな人間性を養うことができる。

6. 研究的態度を身につけることができる。

教育目的

　生命の尊厳や自己洞察のできる看護実践家の育成をする。また、人間を統合的に捉え問
題解決能力を培う。看護に必要な豊かな人間性と感性を身に付け、自己教育力を育成する
事ができる。

卒業時の到達目標

1. 対象者を身体的・心理的・社会的・文化的側面からとらえることができる

2. 良い人間関係を築くことができる

3. 自己・他者ともに人間をかけがえのない個別の存在として尊重できる

4. 豊かな人間性をもとに、人間の苦痛、苦悩を共感的に理解できる

5. ひとりの人間として看護者として自分自身のあり方を謙虚に振り返ることができる

6. 誠意を持って、相手に対して心から配慮ができる

7. 自律した社会人として自己の役割を自覚し、責任を主体的に果たし得る行動がとれる

8. 専門職業人として倫理に基づいた行動ができる

9. 問題解決技法を活用し、アセスメント・計画・実施・評価の一連の看護の過程を展開できる

10. あらゆる看護場面で、科学的根拠に基づく状況判断能力を身につけることができる

11. 常に問題意識を持ち科学的根拠に基づいた援助を実践することができる

12. 看護実践に必要な基本的技術を身につけ、個別性への応用ができる

13. 個人だけでなく家族、地域、社会の視点から健康を捉え、人々の健康の保持増進に必要な援

助ができる

14. 急激な健康状態の変化にある対象を理解し、傷害受容や自己管理行動がとれるよう支援する

ことができる

15. 慢性的な変化にある対象を理解し、障害受容や自己管理行動がとれるよう支援することが

できる

16. 終末期にある対象を理解し、その人らしい生を全うすることができるよう支援することが

できる

17. 保健・医療・福祉チームにおける看護の専門性を明確にし、その範囲における役割と責任を

担うことができる

18. 他職種の専門性を尊重しながら、看護の専門性を効果的に発揮するための方法を理解できる

19. リーダーシップ、メンバーシップ、グループダイナミックスの理解に基づいて行動すること

ができる

20. 生涯にわたり、自分自身に課題をもちながら自己成長のための学習や研究の継続ができる

21. 社会の動向にも目を向けつつ、最新知識・技術を活用することができる

卒業時の到達目標卒業時の到達目標
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在宅看護論
在宅看護概論

（援助関係の基本・在宅看護の実際・在宅看護の技術）
（在宅看護の展開・終末期の看護）

在宅看護方法論Ⅰ・Ⅱ

在宅看護方法論Ⅲ

カリキュラム構造図

看護の統合と実践
臨床看護総合Ⅰ

臨床看護総合Ⅱ

臨床看護総合Ⅲ

看護研究

（看護管理・災害看護含む）
（医療安全） 模擬患者でのインシデント体験

倫理的課題演習 総合看護技術演習

成人看護学
成人看護学概論
成人看護学方法論Ⅰ（呼吸・循環機能障害）

（消化・吸収機能及び栄養代謝機能障害）成人看護学方法論Ⅱ

（身体防護機能及び内部環境調節機能障害）成人看護学方法論Ⅲ

成人看護学方法論Ⅳ（感覚機能及び脳・神経機能障害、
性・生殖機能及び運動機能障害）

成人看護学方法論Ⅴ（急性期・慢性期の看護過程の展開）
成人看護学方法論Ⅵ（終末期の看護過程の展開）

老年看護学
老年看護学概論

在宅・施設における老年看護
老年看護学方法論Ⅱ

老年看護学方法論Ⅲ
健康障害に伴う高齢者の看護・事例展開

精神看護学
精神看護学方法論Ⅱ

精神看護学方法論Ⅲ

精神が障害された人の看護

看護過程の展開
加齢に伴う高齢者の看護

老年看護学方法論Ⅰ

看護学概論

基礎看護学
共通基本技術Ⅰ
共通基本技術Ⅱ
共通基本技術Ⅲ

共通基本技術Ⅳ
共通基本技術Ⅴ
生活支援技術Ⅰ
生活支援技術Ⅱ

回復促進援助技術
臨床看護総論Ⅰ
臨床看護総論Ⅱ

（技術概論他）
（人間関係技術）
（バイタルサインの測定）

（フィジカルアセスメント）
（看護過程展開技術）
（食事・排泄）
（活動・休憩、清潔・衣生活）

（与薬・検査他）
（経過別）
（主要症状・治療処置と看護）

母性看護学概論

母性看護学方法論Ⅰ

性とセクシュアリティ
母性と発達課題

ライフサイクルと健康の保持増進

精神看護学概論
精神看護学方法論Ⅰ
ライフサイクルと精神保健
危機状況と心の動き
ストレスと対処行動
対人関係技術

論　理　学 生　物　学 情 報 科 学 心　理　学 人間関係論Ⅰ・Ⅱ 教　育　学 社　会　学 宗教学Ⅰ・Ⅱ 保 健 体 育 英   語 Ⅰ・Ⅱ
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野 科学的思考の基盤 人間と生活、社会の理解

人体の構造
と機能

疾病の成り立ちと回復の促進 健康支援と社会福祉制度

総  合  実  習

在 宅 看 護 論

母 性 看 護 学

小 児 看 護 学

老 年 看 護 学

成 人 看 護 学

精 神 看 護 学

基 礎 看 護 学

小児看護学
小児看護学概論
小児看護学方法論Ⅰ

小児看護学方法論Ⅱ

小児看護学方法論Ⅲ

健康な小児への援助

健康を害された小児への援助

看護過程の展開

母性看護学
母性看護学方法論Ⅱ

母性看護学方法論Ⅲ

母性看護学方法論Ⅳ

周産期の経過と妊産褥婦

新生児期にある人の看護

保健指導計画

医療専門課程看護学科 ３年 ３５名（総定員 105 名） 看護師国家試験受験資格・保健師・助産師養成所受験資格課程名・学科名 修業年限 入学定員 取得資格 看護師国家試験受験資格、保健師・助産師養成所受験資格
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駐車場・駐輪場駐車場・駐輪場
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1
2

3

4
5

6
7

8
9 10

11
12ＰＬ祭ＰＬ祭防災訓練防災訓練

合同入園式合同入園式
オリエンテーションオリエンテーション
聖地見学（１年）聖地見学（１年）
新入生歓迎会新入生歓迎会
防火訓練防火訓練
ナーシングスピリット研修ナーシングスピリット研修（２年）（２年）

卒業生『里帰り』研修卒業生『里帰り』研修

オープンキャンパスオープンキャンパス

卒業前研修卒業前研修教主誕生祭教主誕生祭

衛専祭衛専祭

卒園式卒園式
国家試験発表国家試験発表

看護師国家試験看護師国家試験
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医療法人宝生会  ＰＬ病院　　　　　　　　　　　　

大阪府立急性期 ･ 総合医療センター　　　医療法人春秋会  城山病院          
近畿大学医学部附属病院 社会医療法人清恵会  清恵会病院
りんくう総合医療センター 和泉市立総合医療センター
ＪＲ大阪鉄道病院 市立  藤井寺市民病院　他

本校では平素から授業のサポートはもちろんのこと、国家試験対策にも力を入れております。学内模試、
補講などを実施しており、１月中旬には卒業前研修で受験に向けての心構えをサポートします。

（また学年に関係なく、希望者には勉強や受験に対する心構えを個別に指導することができます。）

第二大阪警察病院

■厚生労働省指定臨床研修病院

■大阪府がん診療拠点病院

■日本医療機能評価機構認定病院

■卒後臨床研修評価機構認定病院

本　校 全　国

2018 年度 １００％ ８９．３％
2017 年度 　９７％ ９１．０％
2016 年度 １００％ ８８．５％
2015 年度 　９６％ ８９．４％
2014 年度 １００％ ９０．０％
2013 年度 １００％ ８９．６％
2012 年度 　９６％ ８８．８％
2011 年度 １００％ ９０．１％
2010 年度 １００％ ９１．８％
2009 年度 １００％ ８９．５％ 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度2013年度2012年度2011年度2010年度2009年度

89 .9％

98 .8％

10 年平均合格率

10年平均合格率

内科、血液内科、循環器内科、呼吸器内科、消化器内科、

神経内科、小児科、外科、整形外科、眼科、産婦人科、

耳鼻咽喉科、形成外科、泌尿器科、皮膚科、精神科、

放射線科、リハビリテーション科、麻酔科、脳神経外科、

歯科、病理診断科

７対１入院基本料

常勤医師：85 名（内研修医 8名）／非常勤医師：64 名

　（2020 年 1 月 1 日現在）

370 床（一般病床 323 床・9病棟、療養病床 47 床・１病棟）

敷地面積 30,161.48 ㎡、建築総面積 28,199.58 ㎡

駐車場 740 台（患者様用 350 台）、職員寮２棟、附属保育所

板垣　信生

進藤　勝久

1956 年 11 月 1 日
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　私は現在 HCU 病棟で勤務しています。2 年目の 4 月から HCU へ
異動となり、もうすぐ 1 年が経とうとしていますが、日々緊張と不
安でいっぱいです。HCU へ来られる患者さんは、全身状態が不安定
であったり、会話することも難しい患者さんが多いです。そのため、
患者さんのご家族も不安や心配から涙される方も少なくはありませ
ん。今は一緒に働いている先輩から指導を頂いたり、先輩の姿をみて、
学んだり、反省しながら仕事をしています。学んだことを患者さん
に返せるように、少しでも患者さん・ご家族に寄り添えるように日々
頑張ります。

　学校は自然に囲まれた静かな場所にあり、清潔感のあるきれいな
校舎で、学業に専念できる環境でした。少人数制を取り入れている
ため、先生方が生徒 1 人 1 人丁寧に指導して下さり、挫けそうな時
も親身になって話しを聞いて下さいました。
ほとんどの臨地実習の場が PL 病院なので、卒業した先輩から声を掛
けていただいたり、病院の雰囲気にも早く慣れることができるため
臨地実習に集中することができました。
　国家試験対策は、試験に向けて分野別の問題や前年までの国家試
験内容から抜粋した類似問題を作成して下さるので「何を勉強して
いいのかわからない」などの不安はありませんでした。また、クラ
ス一丸となってみんなで合格に向かって取り組める環境もとてもよ
かったです。

　看護師養成所は世の中にたくさんあり、それぞれの理念で良き看
護師を育てようと努力しています。その中にあって本校は「祈り心」
を持って看護にあたる」ということを教えているのが最大の特徴だ
と思います。
　看護は人と人との関わりであり、知識・技術をどれだけ深めても
それだけでは成り立ちません。なぜなら、そこには心が大きく関わっ
ているからです。その時その場の状況の上に、患者さんの気持ちに
もぴったりと合った最良の判断・看護の在り方を目指していくので
すが、そこには祈り心が不可欠です。技術に溺れて「自分がしている」
という意識はおごりにつながり、必要なことに気付かせてもらえな
くなります。
　祈りながらさせていただくという心、謙虚な心を持つということ
が大切であり、そこに患者さんに本当に喜ばれる看護が生まれ、自
分にも深い喜びがあります。ＰＬ学園において一人ひとりの心のあ
り方まで教えてもらえるというのは、意義の大きいことではないで
しょうか。

39 期生　奥正　親 さん

3 期生　津田雅子さん

PL 病院看護部長

40 期生   大宮那美慧さん

PL 病院勤務

PL 病院勤務

先輩看護師からのメッセージ先輩看護師からのメッセージ

※学生の年齢は２０１9年度現在

よくある質問よくある質問

短大を卒業しているのですが、入試の願書に添付する卒業証明書は、高校のもので
良いのでしょうか？
看護学校の入学資格の確認は、高等学校または中等教育学校（中高一貫で6年制の学校）
の卒業証明書（または卒業見込証明書）等で行うことになっており、大学や短期大学
を卒業されている場合でも、高等学校の卒業証明書を提出していただきます。

一般入試は社会人も受験が可能ですか？
可能です。

年齢制限はありますか？

年齢制限は特にありませんが、社会人入試の受験条件は満20歳以上と定めております。

何歳ぐらいの人たちが在籍していますか？
20 歳未満が約 25％、20歳代が約 63％、30歳代が約 12％在籍しています。

在学中、アルバイトはできますか？
アルバイトは原則禁止です。在学中の生活支援として、当校独自の奨学金制度を
設けております（対象は 35 歳以下）。

入試検定料の事務窓口での受付は可能ですか？
受け付けておりません。お近くのゆうちょ銀行で振込みをお願いします。

入学願書の受付は事務窓口で可能ですか？
可能です。

PL 学園衛生看護専門学校の奨学金について教えてください。

PL 学園衛生看護専門学校奨学金は、年額で 1 年次 48 万円、2 年次 48 万円、3 
年次48 万円、3 年間の総額は 144 万円となります。推薦入試合格者と一般入試合
格者に、選考の上で貸与されます。

学生寮はありますか？
ありません。ＰＬ病院の看護師寮（女子寮）を紹介できます。
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至神戸 至京都

大阪 /梅田

なんば
鶴橋

天王寺 /あべの橋

古市

河内長野

富田林

喜志

新大阪

大阪環状線

新幹線

近鉄線

近鉄長野線

南海高野線

地下鉄

ＰＬ学園

橋本

20031K

駐車場完備　車・バイクでの通学が可能です

Web  http://web.pl-gakuen.ac.jp/ns/

e-mail  eisen@pl-gakuen.ac.jp

PL Gakuen Hygiene-Nursing School


